
 

 

 

                

 

大規模地震を想定した北陸港湾への代替輸送訓練を開催 

首都直下地震及び南海トラフ巨大地震が発生した場合、太平洋側港湾が被災し使用でき

なくなることが想定されます。この場合、企業の物流の代替ルートとして北陸港湾の利用

が考えられます。北陸地域国際物流戦略チームは、このような事態を想定した北陸港湾へ

の代替輸送訓練を下記のとおり開催します。 
 

日時・会場：①南海トラフ巨大地震を想定した訓練 
 

日時：令和 8 年 11 月 9 日（月）13:00～17:10 

場所：ミーティングスペース AP 名古屋 

②首都直下地震を想定した訓練 
 

日時：令和 8 年 11 月 20 日（金）13:00～17:10 

場所：ビジョンセンター東京八重洲 

 
 

内  容 ： 代替輸送訓練（机上訓練） 

・災害時を想定したロールプレイング訓練 

ワークショップ 

・物流を止めないための企業 BCP の作成方法について 

（定員：100 名程度。） 
 

 

取  材 ：取材を希望される方は、別紙 1、2 を参照いただき、必要事項を記入の 

上、メールにてお申し込み下さい。 

※申込期限：①南海トラフ巨大地震訓練：11 月 6 日(金)15 時まで 

②首都直下地震訓練：11 月 16 日(月)15 時まで 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

配 布 日 時 

令和 8 年 10 月 30 日 

 

【同時発表記者クラブ】 

新潟県政記者クラブ 富山県政記者クラブ 

新県政記者クラブ  石川県政記者クラブ 

長野市政記者クラブ 福井県政記者クラブ 

長野県庁会見場   名古屋港記者クラブ 

京都府政記者クラブ 岐阜県政記者クラブ 

東京都庁記者クラブ  埼玉県政記者クラブ 

専門紙 

【問い合わせ先】 

国土交通省 北陸地方整備局 港湾空港部 

クルーズ振興・港湾物流企画室長 水内 

課長補佐 桜井 

TEL 025-370-6706 

 

北陸地方整備局 

記者発表 

 

 



別紙１ 

取 材 要 領 

1. 事前申し込みについて

取材を希望される方は、次貢の「取材申込書」に必要事項を記入の上、以下メールア

ドレスあてにお申し込み下さい。 

（１）申込期限は ①南海トラフ巨大地震訓練：11 月 6 日(金)15 時まで

②首都直下地震訓練：11 月 16 日(月)15 時まで です。 

・ 申込メールアドレス ：pa.hrr-kouwanbutsuryuu84★gxb.mlit.go.jp

※ ｢★｣を｢@｣に置き換えて下さい。

※ 申込期日に間に合わない場合は、取材ができない場合があります。

（２）次貢の「取材申込書」に以下の事項を記載して下さい。

※メールの場合は、本文に直接記載いただいてお申し込みいただいて構いません。

・ 会社名及び部署名

・ 取材者の役職・氏名（取材者全員の役職・氏名を記載願います。）

・ 連絡先（電話番号、メールアドレス）

・ 取材日（11/9、11/20 両日または何れか）

2. 取材時の留意事項について

（１）注意事項

・当日は、全体を通して傍聴可能です。



別紙２ 

大規模地震を想定した代替輸送訓練 

取 材 申 込 書 

北陸地方整備局 港湾空港部 クルーズ振興・港湾物流企画室 あて 

申込みメールアドレス pa.hrr-kouwanbutsuryuu84★gxb.mlit.go.jp 

お名前 

ご所属 

ご連絡先(電話番号) 

ご連絡先(メールアドレス) 

取材日 

11/9(名古屋のみ) ・ 11/20(東京のみ) ・ 両日 

※ ｢★｣を｢@｣に置き換えて下さい。



（右記地図のオレンジの経路をお進みください）

以下のURLまたはQRコードにアクセスのうえ、申込フォームよりお申し込みください。

URLからアクセスする場合は、URLをコピーの上、Google Chrome及びMicrosoft Edge
の最新バージョンにて、ブラウザの上段タグの検索欄に貼り付けてアクセスして下さい。
それ以外だと表示できない可能性があります。申込フォームから申込ができない場合、
裏面の連絡先までお問い合わせください。

https://forms.gle/jK8vfQXduvu6bB9r6

お申込み方法

スマホからも
お申込みが
出来ます

申込締切日

参加費用 定員

サプライチェーン継続の考え方

港湾が被害を受けた際の代替輸送ルート

災害発生時の初動対応

物流の要素を取り込んだBCPのありかた

この訓練で学べること

代替ルート活用

通常ルート寸断

地震発生
訓練参加者
募集します

太平洋側の港湾施設が被災

別紙３:参考



（右記地図のオレンジの経路をお進みください）

講師略歴

■ 講師
株式会社エーピーフォース
代表取締役  川村丹美

■ 略歴
• BCP(事業継続計画)BCPコンサルタントとして15年にわたって活動
した後、民間企業のグローバルBC導入リーダーとして従事

• 東京都一時滞在施設開設アドバイザー(2013～2019年)
• NPO法人 事業継続推進機構(BCAO)監事(2012～2026年)
• NPO法人 レジリエンス強化機構(RAO) 理事(2026年～）
• 内閣府防災主催 有識者会議委員

訓練に関するお問い合わせ先

北 陸 地方 整 備 局  港 湾 空 港 部 
クルーズ振興・港湾物流企画室 

担当：桜井、種村、小松

北陸地域国際物流戦略チーム（事務局：北陸地方整備局・北陸信越運輸局）主 催

新潟県、富山県、石川県、福井県、長野県（順不同）共 催

京都府、埼玉県、岐阜県商工会議所連合会、東京商工会議所、名古屋商工会議所、一般社団法人埼玉県経営者協
会、北陸経済連合会、新潟県商工会議所連合会、長野県商工会議所連合会、中部経済連合会、近海郵船（株）、
新日本海フェリー（株）、日本物流団体連合会（順不同）

後 援

 大規模災害によって港湾が被災し、復旧に時間がかかる状況下では、サプライチェーンが寸断され、
 大きな影響が発生します。
 本訓練では太平洋側港湾が使用不能となった際に北陸港湾を活用した輸送継続の考え方や必要な
 対応について、ロールプレイング形式で学びます。

いま求められる代替輸送の考え方

（右記地図のオレンジの経路をお進みください）

プログラム概要（予定）

第一部 北陸港湾のご紹介

※ 上記プログラムは予定であり、変更となる可能性があります。

第二部 代替輸送訓練

北陸港湾への代替輸送に関するロールプレイング訓練

第三部 BCPワークショップ

  物流の継続に必要な要素を取り込んだBCPの作成方法について

訓練のイメージ

● グループ内で荷主企業の組織の中の輸出担当者・物流担当者などの役割を担っていただきます。
実際に担当者になったことを想定して、ロールプレイング形式で課題と解決策を検討していただきます。

過去の訓練の様子

災害情報
条件付与

課題検討

講師

部門
責任者

営業部門
担当者

物流
担当者

物流部門
社員

物流部門
社員

物流部門
社員

pa.hrr-kouwanbutsuryuu84@gxb.mlit.go.jp 



（右記地図のオレンジの経路をお進みください）

以下のURLまたはQRコードにアクセスのうえ、申込フォームよりお申し込みください。

URLからアクセスする場合は、URLをコピーの上、Google Chrome及びMicrosoft Edge
の最新バージョンにて、ブラウザの上段タグの検索欄に貼り付けてアクセスして下さい。
それ以外だと表示できない可能性があります。申込フォームから申込ができない場合、
裏面の連絡先までお問い合わせください。

https://forms.gle/jK8vfQXduvu6bB9r6

お申込み方法

スマホからも
お申込みが
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申込締切日

参加費用 定員
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港湾が被害を受けた際の代替輸送ルート
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地震発生
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